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〔
公
開
講
座
要
旨
〕

伝
統
仏
教
教
団
に
お
け
る
災
害
慰
霊
・
追
悼

　

―
大
正
・
昭
和
・
平
成
期
『
豊
山
派
宗
報
』
記
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
心
に
―

研
究
員
　
寺
山
　
賢
照

阪
神
大
震
災
・
東
日
本
大
震
災
と
い
う
二
つ
の
災
害
を
機
に
、「
災

害
と
宗
教
」
に
関
す
る
研
究
や
提
言
が
数
多
く
編
ま
れ
た
が
、「
災
害

復
興
・
支
援
」
視
点
か
ら
の
研
究
が
多
く
、「
慰
霊
・
追
悼
」
を
主
テ

ー
マ
と
し
た
も
の
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
か
な
り
少
な
い
と
い
え
る
。

本
講
義
で
は
、
死
者
供
養
を
主
た
る
目
的
の
ひ
と
つ
と
す
る
伝
統

仏
教
教
団
に
お
い
て
、
慰
霊
・
追
悼
は
い
か
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か

に
つ
い
て
、
ま
た
大
正
～
昭
和
～
平
成
期
に
渡
る
通
時
的
な
全
体
像

の
把
握
と
、
そ
の
中
で
災
害
慰
霊
・
追
悼
が
い
か
な
る
位
置
付
け
・

意
味
付
け
を
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
真
言
宗
豊
山
派
の
宗
派

公
報
で
あ
る
『
豊
山
派
宗
報
（
以
下
、『
宗
報
』）』
掲
載
記
事
を
基
に

検
討
し
た
。

大
正
期
宗
派
公
報
に
お
け
る
災
害
慰
霊
・
追
悼
記
事
は
、「
大
正

六
年
の
大
津
波
」「
関
東
大
震
災
」
の
事
例
が
確
認
さ
れ
た
。
大
正

六
（
一
九
一
七
）
年
一
一
月
発
行
『
宗
報
』
第
二
九
号
掲
載
の
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
東
京
都
下
寺
院
に
寄
っ
て
組
織
さ
れ
た
巡
回
大
追
弔

隊
が
被
災
地
を
巡
回
し
、
各
所
で
追
悼
法
要
を
行
う
な
ど
、「
被
害

者
慰
問
、
救
済
、
死
者
発
掘
、
回
向
、
埋
葬
、
追
弔
法
会
」
に
従
事

し
た
記
録
が
あ
る
。
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
時

に
は
、
境
内
開
放
・
救
護
、
巡
回
回
向
、
無
料
葬
祭
の
実
行
、
慰
霊

堂
建
設
資
金
の
勧
募
等
の
記
事
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
大
正
期
教
団

の
活
発
な
災
害
慰
霊
・
追
悼
活
動
へ
の
関
与
は
、
こ
の
時
期
に
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
仏
教
社
会
事
業
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
戦
前
期
に
は
、
大
正
期
災
害
の
記
念
追
悼
会
の
他
、
中
華
民

国
で
の
大
水
害
に
際
し
、
追
弔
会
と
救
助
金
に
て
友
邦
親
善
の
意
を

表
す
べ
き
と
の
告
示
を
発
し
て
い
る
（
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
発
行

『
宗
報
』第
一
八
五
号
掲
載
）。
ま
た
、昭
和
八（
一
九
三
三
）年
に
は「
上

海
満
州
事
変
戦
病
死
者
並
三
陸
震
災
没
死
者
追
弔
法
要
」
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
災
害
死
者
と
戦
病
死
者
を
、
共
に
非
常
時
に
お
け
る
死
者

と
し
て
併
せ
て
法
要
す
る
な
ど
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

昭
和
戦
後
期
は
、『
宗
報
』
に
災
害
慰
霊
・
追
悼
に
関
す
る
記
事

は
少
な
い
。
こ
れ
は
宗
派
に
お
け
る
災
害
関
連
記
事
が
、
現
地
視
察
・

見
舞
金
贈
呈
・
激
励
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

再
び
『
宗
報
』
に
て
災
害
追
悼
記
事
が
見
ら
れ
る
の
は
、
平
成
七

（
一
九
九
五
）
年
発
生
の
阪
神
大
震
災
で
あ
る
。『
宗
報
』
で
は
、
回

向
へ
の
協
力
要
請
、
殉
難
者
位
牌
の
書
式
例
示
、
追
悼
法
要
報
告

と
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
平
成

一
六（
二
〇
〇
四
）年
）、ス
マ
ト
ラ
沖
地
震（
平
成
一
七（
二
〇
〇
五
）年
）

等
、
多
く
の
災
害
が
発
生
し
、
豊
山
派
は
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年

発
足
の
豊
山
派
福
祉
基
金
に
て
対
応
し
た
。『
宗
報
』
で
は
救
援
金

拠
出
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
が
、平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
頃
よ
り
、

犠
牲
者
へ
哀
悼
の
念
を
捧
げ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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更
に
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で

は
、
非
常
に
多
く
の
災
害
慰
霊
・
追
悼
記
事
が
『
宗
報
』
に
掲
載
さ

れ
た
。
総
本
山
長
谷
寺
・
大
本
山
護
国
寺
・
福
島
県
に
お
け
る
追
悼

法
要
・
復
興
祈
願
法
要
の
他
、
管
長
猊
下
の
被
災
地
訪
問
と
慰
霊
法

要
、
お
見
舞
い
と
激
励
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
宗
報
』

掲
載
の
宗
会
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
被
災
地
訪
問
・
慰
霊
法
要

は
「
心
の
ケ
ア
」「
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
事
業
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
宗
務
総
長
に
よ
る
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
度

執
務
方
針
で
は
「
宗
教
団
体
の
本
義
で
あ
る
慰
霊
行
為
を
長
期
的
に

続
け
る
」
と
の
発
言
が
あ
る
な
ど
、
災
害
慰
霊
・
追
悼
行
為
の
重
要

性
を
再
評
価
す
る
動
き
が
平
成
後
期
に
起
こ
っ
た
と
見
て
取
れ
る
。

以
上
、
大
正
～
昭
和
～
平
成
期
に
亘
る
、
真
言
宗
豊
山
派
の
災
害

慰
霊
・
追
悼
事
例
を
、『
宗
報
』
掲
載
記
事
を
基
に
検
討
し
た
。
大

正
か
ら
昭
和
戦
前
期
は
、
仏
教
社
会
事
業
の
隆
盛
も
あ
り
、
活
発
で

あ
っ
た
災
害
慰
霊
・
追
悼
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
体
制
に
組
み
込
ま
れ

る
と
共
に
、
慰
霊
追
悼
も
戦
没
者
中
心
と
な
っ
て
終
戦
を
迎
え
る
。

戦
後
期
は
慰
霊
・
追
悼
よ
り
、
被
害
者
へ
の
見
舞
い
・
激
励
中
心
と

な
っ
た
教
団
の
災
害
対
応
で
あ
る
が
、
東
日
本
大
震
災
を
期
に
「
心

の
ケ
ア
」「
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
」
と
い
う
新
し
い
意
義
を
見
い
だ

さ
れ
た
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
真
言
僧
の
事
績

　

―
大
乗
院
良
雅
に
つ
い
て
―

研
究
員
　
増
山
　
賢
俊

小
野
大
乗
院
良
雅
（
～
一
〇
八
九
～
一
一
二
二
）
は
少
輔
阿
闍
梨

と
呼
ば
れ
、
勧
修
寺
流
良
雅
方
の
祖
と
さ
れ
る
。
鳥
羽
僧
正
範
俊

（
一
〇
三
八
～
一
一
一
二
）
の
付
法
と
し
て
法
流
を
伝
え
、
法
琳
寺

別
当
・
太
元
阿
闍
梨
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
若
凡
若
聖
で
知
ら
れ

る
「
即
身
成
仏
義
言
」
の
偈
頌
を
隠
岐
上
人
明
寂
（
～
一
一
二
四
～
）

を
通
じ
て
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五
～
一
一
四
三
）
に
伝
え
た
人

物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
先
行
研
究
に
は
玉
島
実
雅
氏
と
柴
田
賢
龍
氏

の
論
考
が
あ
り
、『
伝
燈
広
録
』
に
よ
っ
て
そ
の
伝
記
が
語
ら
れ
て

い
る
。

良
雅
の
父
は
、
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
『
真
言
付
法
血
脈
図
』
や
醍

醐
寺
蔵
本
『
伝
法
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
』
か
ら
藤
原
道
長
（
九
六
六

～
一
〇
二
七
）の
曾
孫
藤
原
基
頼（
一
〇
四
〇
～
一
一
二
二
）と
さ
れ
る
。

『
四
巻
鈔
』
に
「
小
野
大
乗
院
阿
闍
梨
」
と
あ
り
、『
伝
燈
広
録
』
に

大
教
・
大
乗
の
二
院
に
住
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
乗
院
に
居
住

し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
乗
院
阿
闍
梨
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大

乗
院
が
小
野
の
ど
こ
か
は
不
明
で
あ
る
。

生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
没
年
は
『
血
脈
類
従
記
』
よ
り
保
安

三
（
一
一
二
二
）
年
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
亡
く
な
る
二
年
前
の

『
中
右
記
』
保
安
元
年
四
月
二
日
条
に
は
、
藤
原
宗
忠
（
一
〇
六
二
～

一
一
四
一
）
が
日
野
よ
り
帰
洛
の
つ
い
で
に
小
野
良
雅
阿
闍
梨
房
に

向
か
う
と
あ
り
、
小
野
に
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
六
月
五
日

条
に
は
、
醍
醐
良
雅
阿
闍
梨
が
こ
の
年
に
道
心
を
発
し
、
本
寺
に
籠

居
す
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
ま
で
に
醍
醐
寺
に
籠
居
し
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

若
年
時
の
事
績
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
良
雅
の
名
が
見
ら
れ

る
最
も
古
い
記
事
は
、『
醍
醐
寺
新
要
録
』「
山
上
清
瀧
宮
篇
」
に
引

用
さ
れ
る
「
寛
治
記
」
の
記
述
で
あ
る
。「
寛
治
記
」
に
は
、
上
醍

醐
西
谷
准
胝
堂
右
方
に
御
宝
殿
を
造
り
、
寛
治
三
（
一
〇
八
九
）
年

四
月
四
日
に
勧
請
し
た
時
、
時
の
醍
醐
寺
座
主
勝
覚
（
一
〇
五
七
～

一
一
二
九
）
が
理
趣
三
昧
法
要
を
修
し
た
と
あ
る
。
そ
の
時
、
調
声

師
と
し
て
「
調
聲
少
輔
公
良
雅
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
大

日
本
史
料
』
寛
治
七
年
八
月
二
十
二
日
条
に
は
、「
元
亨
三
年
具
注
暦
」

裏
書
を
引
き
、
こ
の
時
に
先
の
醍
醐
寺
座
主
で
あ
っ
た
東
寺
一
長
者

定
賢
（
一
〇
二
四
～
一
一
〇
〇
）
が
孔
雀
経
御
修
法
を
修
し
て
お
り
、

そ
の
時
の
伴
僧
の
一
人
に
良
雅
の
名
が
見
ら
れ
る
。『
醍
醐
雑
事
記
』

「
清
瀧
宮
季
御
読
経
執
事
頭
帳
」に
は
、承
徳
三
／
康
和
元（
一
〇
九
九
）

年
春
に
清
瀧
宮
季
読
経
の
執
事
頭
を
勤
め
た
と
あ
る
。

そ
の
後
、
良
雅
は
範
俊
よ
り
伝
法
灌
頂
を
授
け
ら
れ
そ
の
付
法

と
な
っ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
『
真
言
付
法
血
脈
図
』
や
『
伝
法
灌

頂
師
資
相
承
血
脈
』
に
よ
れ
ば
、
康
和
四
（
一
一
〇
二
）
年
十
二
月

二
十
三
日
に
鳥
羽
壇
所
に
お
い
て
厳
覚
と
同
日
に
受
法
し
て
い
る
。

ま
た
太
元
法
も
伝
授
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
は
『
法
琳
寺
別
当

補
任
』
よ
り
法
琳
寺
別
当
阿
闍
梨
に
補
任
さ
れ
た
嘉
承
三
／
天
仁
元

（
一
一
〇
八
）
年
頃
と
見
ら
れ
る
。
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ま
た
太
元
法
以
外
に
も
「
即
身
成
仏
義
言
」
を
伝
授
さ
れ
た
こ
と

が
、『
四
巻
』
の
良
雅
―
明
寂
―
覚
鑁
と
伝
え
ら
れ
た
記
述
か
ら
わ

か
る
。

『
受
法
次
雑
談
記
』
に
は
、紫
金
台
寺
御
室
覚
性
法
親
王
（
一
一
二
九

～
一
一
六
九
）
が
範
俊
に
伝
受
し
て
欲
し
い
と
仰
せ
下
さ
れ
た
。
そ

の
時
良
雅
は
全
て
授
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
披
露
を
快
く
思
わ
な
か

っ
た
範
俊
は
良
雅
に
千
里
の
外
ま
で
行
っ
て
隠
れ
て
い
る
よ
う
に
と

義
絶
し
て
追
放
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
覚
性
は
ま
だ
生
ま
れ
て
お

ら
ず
、
高
野
御
室
覚
法
法
親
王
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
三
）
で
あ
っ

た
と
し
て
も
若
す
ぎ
る
た
め
、
範
俊
と
こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
後
世
の
創
作
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

良
雅
の
法
流
は
、
範
俊
の
法
流
を
受
け
た
事
で
勧
修
寺
流
良
雅

方
と
称
さ
れ
て
お
り
、
勧
修
寺
僧
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
良
雅

自
身
は
醍
醐
寺
僧
で
あ
り
、
範
俊
―
勝
覚
―
三
宝
院
大
僧
正
定
海

（
一
〇
七
四
～
一
一
四
九
）
と
は
別
系
統
の
範
俊
か
ら
定
海
に
つ
な
が

る
法
流
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
事
績
を
見

る
限
り
、
そ
も
そ
も
醍
醐
寺
僧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ｊ
・
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
仏
教
理
解

研
究
員
　
南
部
　
千
代
里

本
研
究
は
、
英
国
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
で
あ
り
哲
学
者
で
も
あ

る
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
（John H

ick,

一
九
二
二
―
二
〇
一
二
）
が
提

唱
し
た
宗
教
多
元
主
義
に
お
い
て
、
仏
教
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
お
け
る
問
題
と
は
何
か
を
、
日
本
仏
教
の
視

点
か
ら
論
じ
た
。
そ
の
方
法
と
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
本
研
究
の
目
的
を
示
し
た
。
⑵
「
宗
教

多
元
主
義
の
出
現
」
で
は
、
ま
ず
宗
教
多
元
主
義
と
い
う
新
し
い
学

説
が
出
現
し
た
経
緯
を
、
間
接
要
因
と
直
接
要
因
と
に
二
分
し
て
概

説
し
、
次
に
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
の
根
本
主
義
者
で
あ
っ
た
ヒ
ッ
ク

が
自
由
神
学
を
奉
ず
る
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
な
り
、
宗
教
多
元
論
を
構

築
す
る
に
至
る
略
歴
を
述
べ
た
。
⑶
「
三
つ
の
類
型
」
で
は
、
ヒ
ッ

ク
が
宗
教
の
在
り
方
を
、
宗
教
排
他
主
義
・
宗
教
包
括
主
義
・
宗
教

多
元
主
義
の
三
つ
の
類
型
に
分
か
れ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
三
者

間
に
お
い
て
宗
教
多
元
主
義
が
最
も
優
れ
た
宗
教
理
解
で
あ
る
と
主

張
し
た
、
そ
の
根
拠
を
彼
の
著
作
か
ら
分
析
し
明
示
し
た
。
⑷
「
宗

教
多
元
主
義
と
仏
教
」
で
は
、
宗
教
多
元
主
義
が
仏
教
を
ど
の
よ
う

に
理
解
し
て
お
り
、
そ
の
理
解
に
お
い
て
仏
教
の
立
場
と
の
相
違
点

を
指
摘
し
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
明

ら
か
に
し
た
。
⑸
「
お
わ
り
に
て
」
で
は
、
⑶
と
⑷
に
お
け
る
議
論

を
総
括
し
て
、
今
後
の
諸
宗
教
に
お
け
る
展
望
を
論
じ
た
。

ヒ
ッ
ク
は
、
ま
ず
人
間
の
経
験
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
く
、
時
間
・

空
間
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
「
一
つ
」
の
理
論
的
超
越
者
、
あ
る
い
は

超
越
的
原
理
を
想
定
し
、そ
れ
を「
実
在
者
／
神
的
実
在
」と
呼
ん
だ
。

次
に
諸
宗
教
は
、一
な
る
神
的
実
在
を
「
人
格
的
ア
ド
ナ
イ
、天
の
父
、

ア
ッ
ラ
ー
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
シ
バ
、
非
人
格
的
ブ
ラ
フ
マ
ン
、
タ
オ
、

ダ
ル
マ
カ
ー
ヤ
、
空
」
等
と
独
自
に
知
覚
し
て
、
異
な
っ
た
名
前
で

呼
ん
で
い
る
と
規
定
し
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の
宗
教
は
神
的
実
在
を

拝
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
救
済
に
関
し
て
は
ど
の
宗
教
も
「
唯

一
」
で
は
な
く
「
同
一
」
で
あ
り
、「
平
等
」
で
あ
る
と
断
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
宗
教
間
の
誤
解
や
闘
争
が
回
避
さ
れ
、
世
界
に
平
和
が

齎
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
宗
教
多
元
主
義
の
主
張
で
あ
る
。
だ
か
ら

ヒ
ッ
ク
は
、
阿
弥
陀
仏
と
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
は
一
か
ら
派
生
し
た

の
で
あ
る
か
ら
「
同
一
の
霊
的
実
在
」
で
あ
る
、
ゆ
え
に
二
者
の
代

替
は
「
可
能
」
で
あ
る
と
断
言
し
た
。

確
か
に
宗
教
多
元
主
義
は
、
宗
教
上
の
偏
見
や
差
別
を
払
拭
し
、

寛
容
に
至
ら
せ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
評
価
さ
れ
る
。
だ
か
ら

と
言
っ
て
「
摂
取
不
捨
」
の
阿
弥
陀
仏
と
十
字
架
上
で
イ
エ
ス
を
見

捨
て
た
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
は
同
一
視
で
き
な
い
。
代
替
は
「
不
可
」

で
あ
る
。
各
宗
教
は
、
他
の
も
の
と
は
代
替
で
き
な
い
固
有
の
救
済

の
論
理
構
造
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
神
と
人
間
と

の
二
元
論
を
前
提
と
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
発
せ
ら
れ
た
宗
教

多
元
主
義
は
、
神
を
立
て
な
い
仏
教
の
救
済
の
論
理
構
造
と
は
本
質

的
に
異
な
る
論
理
を
用
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

仏
教
が
宗
教
で
あ
る
以
上
、
自
己
の
奉
ず
る
教
学
を
唯
一
無
二
と

見
る
宗
教
排
他
主
義
的
立
場
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
し
か
し
仏
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教
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」、
仏
は
仏
性
に
基
づ
き
「
あ
ら
ゆ
る

人
間
」
に
慈
悲
を
注
ぐ
と
説
く
救
済
の
論
理
構
造
か
ら
、
特
定
の
民

族
に
限
定
し
な
い
世
界
宗
教
と
し
て
、
宗
教
包
括
主
義
的
立
場
に
留

ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
研
究
の
主
張

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
宗
教
包
括
主
義
は
、
自
宗
教
に
の
み
真
理
が
あ

る
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
の
真
理
は
他
宗
教
に
も
部
分
的
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
本
研
究
は
、
問
題
の
所
在
が
、
ヒ
ッ
ク
が
仏
教
を
仏

教
自
身
の
自
己
理
解
に
適
正
な
方
法
で
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
く
、
彼
の
神
的
実
在
中
心
主
義
に
神
を
立
て
な
い
仏
教
を
組
入
れ

て
理
解
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
し
て
今
後
の

諸
宗
教
は
、
自
宗
教
だ
け
が
真
理
で
あ
り
他
宗
教
は
誤
り
で
あ
る
と
、

独
善
的
・
排
他
的
な
態
度
に
陥
る
こ
と
な
く
、
各
宗
教
の
唯
一
性
や

真
理
性
、
意
義
、
つ
ま
り
固
有
の
歴
史
や
文
化
、
聖
典
、
儀
礼
、
信

条
な
ど
を
尊
重
し
合
え
る
よ
う
な
、
学
的
探
究
の
地
平
を
追
及
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
提
言
す
る
。
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不
空
訳
の
毘
沙
門
天
経
軌
類
に
つ
い
て

研
究
員
　
石
井
　
正
稔

中
国
よ
り
請
来
さ
れ
た
毘
沙
門
天
経
軌
類
が
、
日
本
の
毘
沙
門
天

信
仰
に
与
え
た
影
響
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
現
在

は
不
空
に
仮
託
さ
れ
た
同
経
軌
類
に
焦
点
を
当
て
研
究
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

講
座
で
は
、
こ
れ
ら
の
所
謂
不
空
仮
託
毘
沙
門
天
経
軌
類
の
一
つ

で
あ
る
『
毘
沙
門
儀
軌
』
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
儀
軌
は
、

既
に
先
行
研
究
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
不
空
訳
と
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
不
空
自
身
が
登
場
す
る
縁
起
が
説
か
れ
て
い
る
な
ど
そ

の
内
容
が
矛
盾
し
て
お
り
、
中
国
に
お
い
て
不
空
の
名
を
借
り
て

編
纂
さ
れ
た
儀
軌
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、『
毘
沙
門
儀
軌
』

の
内
容
に
つ
い
て
改
め
て
検
証
し
そ
の
経
過
を
述
べ
た
。

『
毘
沙
門
儀
軌
』
は
、
三
部
（【
儀
軌
部
】【
縁
起
部
】【
私
記
】）
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、主
に【
儀
軌
部
】【
縁
起
部
】を
取
り
上
げ
て
き
た
。

【
儀
軌
部
】
は
《
諸
真
言
》
と
《
壇
作
法
》
と
い
う
二
つ
の
項
目

に
分
割
が
で
き
る
。《
諸
真
言
》
で
は
、
九
種
類
の
真
言
で
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
真
言
の
名
称
や
効
果
等
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、

記
さ
れ
て
な
い
も
の
等
、
統
一
性
が
と
れ
て
い
な
い
表
記
が
さ
れ
て

い
る
。

《
壇
作
法
》
で
は
二
隔
の
方
壇
を
作
壇
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い

る
が
、
情
報
が
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
り
作
壇
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

後
に
香
を
用
い
て
像
前
で
真
言
を
唱
え
供
養
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。

【
儀
軌
部
】
中
の
真
言
に
は
「
薜
室
羅
末
拏
」
と
い
う
語
句
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
毘
沙
門
天 

（vaißrava∫a

）
の
音
写
語
を

表
し
て
い
る
。
し
か
し
、不
空
訳
の
他
の
経
軌
類
中
に
お
い
て
は
「
吠

室
囉
嚩
拏
（
或
は
「
吠
室
囉
麼
拏
」）」
と
音
写
さ
れ
、『
毘
沙
門
儀
軌
』

中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
薜
室
羅
末
拏
」
と
い
う
音
写
語
は
、
不
空

以
外
の
人
物
が
訳
し
た
或
い
は
他
の
経
軌
類
か
ら
用
い
ら
れ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
。

【
儀
軌
部
】
中
で
説
か
れ
て
い
る
真
言
に
は
、
漢
字
二
字
を
合
わ

せ
て
読
む
「
二
合
」
や
長
母
音
に
し
て
読
む
「
引
」
等
の
割
注
が
記

さ
れ
て
な
く
、
音
写
語
の
解
読
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。【
儀
軌
部
】

の
最
後
に
「
已
上
儀
軌
了
」
と
い
う
割
注
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

大
部
の
み
で
『
毘
沙
門
儀
軌
』
が
完
結
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
。

【
縁
起
部
】
中
も
《
毘
沙
門
天
の
縁
起
》《
毘
沙
門
天
の
供
養
》《
請

召
法
》
と
い
う
三
つ
に
分
割
が
で
き
る
。

《
毘
沙
門
天
の
縁
起
》
で
は
、
毘
沙
門
天
が
安
西
城
を
救
う
縁
起

が
説
か
れ
、
そ
の
後
に
乳
粥
を
用
い
た
毘
沙
門
天
へ
の
供
養
や
駐
屯

地
等
に
尊
像
を
安
置
し
祈
願
す
る
《
毘
沙
門
天
の
供
養
》
が
説
か
れ

て
い
る
。

縁
起
と
供
養
の
内
容
中
に
は
、
中
国
関
連
の
語
句
が
散
見
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
仏
教
関
連
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
中
国
の
民
間
事
情

ま
で
視
野
を
広
め
探
索
す
る
必
要
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
の
《
請
召
法
》
で
は
、
根
本
印
を
結
び
真
言
を
七
遍
唱
え
、

印
を
頂
上
（
頭
上
）
で
解
く
所
作
と
真
言
が
説
か
れ
る
。
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ま
た
、
請
召
真
言
の
音
写
語
表
記
が
、【
儀
軌
部
】
中
の
真
言
と

異
な
っ
た
体
裁
を
し
て
お
り
、
他
の
文
献
か
ら
用
い
ら
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

以
上
の
ま
と
め
と
し
て
、『
毘
沙
門
儀
軌
』
中
【
儀
軌
部
】
で
は
、

真
言
（
一
部
呪
文
と
表
記
）
や
作
壇
法
な
ど
密
教
的
（
儀
軌
的
）
な
要

素
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
儀
軌
と
は
い
う
も
の
き
わ
め
て
簡
略
な
内

容
で
あ
る
。【
縁
起
部
】
で
は
、
毘
沙
門
天
の
縁
起
や
供
養
と
い
っ

た
内
容
中
に
中
国
的
要
素
が
散
見
や
明
ら
か
に
他
の
文
献
の
記
述
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。

一
方
で
、【
儀
軌
部
】
中
の
内
容
を
【
縁
起
部
】
で
補
足
し
て
い

る
箇
所
が
み
ら
れ
、
一
部
で
あ
る
が
、【
縁
起
部
】
が
【
儀
軌
部
】

を
補
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
『
毘
沙
門
儀
軌
』
は
、
儀
軌
を
構
成
す
る
各
部
同
士

に
繋
が
り
が
な
く
独
自
に
内
容
を
展
開
し
完
了
し
て
い
る
と
さ
れ
て

き
た
が
、
改
め
て
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
干
で
あ
る

が
上
記
の
よ
う
な
部
分
が
儀
軌
中
に
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で

き
、
こ
の
こ
と
か
ら
【
儀
軌
部
】
を
割
注
と
【
縁
起
部
】
で
補
う
こ

と
に
よ
り
、『
毘
沙
門
儀
軌
』
が
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
あ
く
ま
で
【
儀
軌
部
】
と
【
縁
起
部
】
の
み
の
考
察
に

留
ま
っ
て
お
り
【
私
記
】
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
早
急
に
史
料

の
整
理
と
内
容
の
考
察
を
お
こ
な
い
儀
軌
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
。
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相
応
院
流
『
法
則
集
』
に
つ
い
て

研
究
員
　
新
井
　
弘
賢

今
回
は
、
か
つ
て
仁
和
寺
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
声
明
の
一
流
で
真

言
声
明
の
源
流
と
考
え
ら
れ
る
相
応
院
流
の
声
明
集
成
で
あ
る
『
法

則
集
』
に
つ
い
て
考
究
を
行
っ
た
。

最
初
に
、
発
表
者
が
以
前
の
研
究
（「
称
名
寺
所
蔵
金
沢
文
庫
保
管

〔
声
明
集
〕と
相
応
院
流『
法
則
集
』と
の
関
係
に
つ
い
て
」『
密
教
学
研
究
』

第
五
一
号
、二
〇
一
九
年
）
に
お
い
て
、相
応
院
流
『
法
則
集
』
を
「
覚

意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
翻
譜
し
た
譜
本
で
あ
る
と
推
定
し
た
称

名
寺
所
蔵
金
沢
文
庫
管
理
の
「
声
明
集
」
系
統
の
譜
本
の
、
相
応
院

流
『
法
則
集
』
諸
本
の
中
で
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

こ
の
「
声
明
集
」
系
統
の
譜
本
と
、『
法
則
集
』
諸
本
と
の
比
較
対

照
を
行
っ
た
。

以
前
の
研
究
で
は
、こ
の
譜
本
を
「
称
名
寺
本
ｂ
」
と
名
付
け
、『
法

則
集
』
と
の
比
較
対
照
を
行
い
、「
称
名
寺
本
ｂ
」
が
相
応
院
流
の
『
法

則
集
』
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

推
定
し
た
。
そ
の
際
、『
法
則
集
』
は
、「
称
名
寺
本
ｂ
」
が
十
四
世

紀
前
半
に
称
名
寺
第
二
世
の
釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
譜
本
な
の
で
、
声
明
の
血
脈
に
よ
っ
て

釼
阿
と
同
様
に
相
応
院
流
西
方
院
方
を
相
伝
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
大
覚
寺
証
菩
提
院
の
宣
雅（
～
一
二
九
四
～
一
三
五
三
頃
）が「
宣

雅
の
図
博
士
」
に
よ
っ
て
編
纂
し
た
「
宣
雅
本
」（
十
四
世
紀
前
半
成

立
）
を
用
い
た
。

具
体
的
に
は
、
以
前
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
〈
金
剛
界
〉
に

お
け
る
「
称
名
寺
本
ｂ
」
と
「
宣
雅
本
」
の
博
士
の
骨
格
の
相
違
箇

所
と
、「
守
覚
本
」「
尊
遍
本
」「
潤
恵
本
」
と
い
っ
た
『
法
則
集
』

諸
本
の
同
箇
所
の
博
士
の
骨
格
と
の
比
較
対
照
を
行
っ
た
。
な
お
、

「
守
覚
本
」
は
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）
が
十
二
世
紀

末
に
博
士
を
付
し
た
と
さ
れ
る
「
声
点
博
士
」
の
譜
本
（
伝
存
す
る

相
応
院
流
の
最
古
の
声
明
譜
）、「
尊
遍
本
」
は
十
三
世
紀
初
頭
に
相

応
院
流
西
方
院
方
の
尊
遍
（
一
一
七
七
～
一
二
三
二
～
）
が
博
士
を

付
し
た
と
さ
れ
る
「
声
点
博
士
」
の
譜
本
、「
潤
恵
本
」
は
相
応
院

流
菩
提
院
方
の
潤
恵
（
一
二
八
二
～
一
三
三
六
～
）
が
博
士
を
付
し

た
と
さ
れ
る
「
潤
恵
の
図
博
士
」
に
よ
る
譜
本
で
あ
る
。

比
較
対
照
の
結
果
、「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
「
尊
遍
本
」
に
近
い
資

料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
一
方
で
「
称
名
寺
本
ｂ
」
と
「
宣

雅
本
」
は
同
じ
系
統
の
『
法
則
集
』
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

も
分
か
っ
た
。
結
果
的
に
、
声
明
の
血
脈
の
情
報
と
実
際
の
声
明
の

テ
ク
ス
ト
の
情
報
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
た
結
果
と
な
っ
た
。

次
に
、
先
行
研
究
で
は
「
声
点
博
士
」
に
つ
い
て
の
考
究
が
未
だ

不
十
分
な
た
め
、先
の
比
較
対
照
で
使
用
し
た
「
守
覚
本
」「
尊
遍
本
」

の
「
声
点
博
士
」
に
つ
い
て
、音
名
、博
士
の
骨
格
が
判
別
で
き
る
「
潤

恵
本
」「
宣
雅
本
」「
称
名
寺
本
ｂ
」
の
同
じ
箇
所
の
博
士
を
参
考
に

し
て
分
析
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
に
、
翻
譜
さ
れ
た
『
法
則
集
』
は
、「
声
点
博
士
」

の
旋
律
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
第

二
に
、
旋
律
の
表
記
と
「
声
点
博
士
」
の
出
音
位
置
と
が
対
応
関
係
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に
あ
る
可
能
性
を
発
見
し
た
。
す
な
わ
ち
、
上
下
動
が
な
い
表
記
の

博
士
の
出
音
位
置
は
「
平
声
」
ま
た
は
「
上
声
」、
博
士
が
途
中
で

上
昇
し
て
い
る
旋
律
の
出
音
位
置
は
「
上
声
」、
博
士
が
途
中
で
下

降
し
て
い
る
旋
律
類
の
出
音
位
置
は
「
去
声
」
で
あ
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
今
後
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
比
較
対
照
の
範
囲
を
広
げ
て
検
証

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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法
然
浄
土
教
に
お
け
る
『
逆
修
説
法
』
の
意
義

研
究
員
　
安
孫
子
　
稔
章

浄
土
宗
祖
法
然
上
人
（
以
下
、
敬
称
略
）
の
浄
土
教
思
想
は
、
主

著
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
、『
選
択
集
』）
に
明
確
に
示
さ
れ
て

お
り
、
仏
を
主
体
と
し
た
選
び
取
り
と
選
び
捨
て
（
選
択
）
に
よ
っ

て
、
称
名
念
仏
こ
そ
が
凡
夫
の
極
楽
往
生
を
可
能
に
す
る
唯
一
の
行

で
あ
る
こ
と
を
説
く
「
選
択
本
願
念
仏
思
想
」（
選
択
思
想
）
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
選
択
集
』
に
お
い
て
完
成
を
み
る
わ

け
で
あ
る
が
、『
選
択
集
』
よ
り
四
年
ほ
ど
前
に
成
立
し
た
逆
修
法

会
に
お
け
る
法
然
の
説
法
録
と
さ
れ
る
『
逆
修
説
法
』
に
初
め
て
「
選

択
」
の
語
が
示
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
逆
修
説
法
』
の
思
想
の
中
心

と
な
る
語
は
「
選
択
」
で
は
な
く
「
一
向
」
で
あ
る
。
一
向
と
は
衆

生
が
ひ
た
す
ら
一
つ
の
こ
と
に
集
中
し
て
向
か
う
こ
と
で
、
選
択
と

一
向
は
余
行
を
捨
て
て
念
仏
だ
け
を
選
び
取
る
と
い
う
点
は
同
じ
で

あ
る
が
、
そ
の
主
体
が
仏
（
仏
辺
）
で
あ
る
の
か
衆
生
（
機
辺
）
で

あ
る
の
か
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
よ
っ
て
、『
選
択
集
』と『
逆

修
説
法
』
と
の
間
に
は
法
然
の
浄
土
教
思
想
に
隔
た
り
が
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

で
は
法
然
は
い
つ
機
辺
か
ら
仏
辺
へ
の
視
点
の
転
換
を
着
想
し
、

画
期
的
な
選
択
思
想
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
。
そ
の
大
き
な
き
っ
か

け
を
『
逆
修
説
法
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
逆
修
説
法
』
は
初

七
日
か
ら
六
七
日
ま
で
の
六
章
立
て
で
、
初
七
日
・
三
七
日
・
五
七

日
で
は
『
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て 

、
二
七
日
・

四
七
日
・
六
七
日
で
は
『
観
経
』
に
つ
い
て
説
か
れ
る
。
そ
の
『
無

量
寿
経
』
解
釈
に
お
い
て
、
な
ぜ
諸
行
で
は
な
く
念
仏
が
阿
弥
陀
仏

の
本
願
行
と
し
て
選
ば
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し

て
、
三
七
日
で
は
経
疏
を
典
拠
に
、
念
仏
は
殊
勝
の
功
徳
が
あ
る
か

ら
、
そ
し
て
行
じ
や
す
い
易
行
で
あ
る
か
ら
と
い
う
念
仏
勝
易
説
が

述
べ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
五
七
日
で
は
、
往
生
の
行
は
我
々
が
考
え

る
こ
と
で
は
な
く
、
法
蔵
菩
薩
に
よ
り
定
め
ら
れ
世
自
在
王
仏
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
た
、
す
で
に
定
め
置
か
れ
た
行
で
あ
る
と
説
か
れ
、

念
仏
一
行
を
本
願
と
な
す
こ
と
は
、
衆
生
の
選
び
取
り
で
は
な
く
阿

弥
陀
仏
の
選
択
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
実
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
相
違
は
法
然
の
思
想
的
展
開
で
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
三
七
日
で
は
経
疏
解
釈
に
留
ま
っ
て
い
た
法
然
が
、
五
七

日
に
お
い
て
念
仏
実
践
者
の
心
構
え
を
説
く
と
い
う
場
面
に
あ
た
っ

て
理
論
的
説
明
を
一
旦
離
れ
、
た
だ
我
々
に
は
測
る
こ
と
の
で
き
な

い
甚
大
な
仏
意
に
よ
る
選
択
に
委
ね
て
、
一
向
に
念
仏
を
行
ず
べ
き

と
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
思
想
的
展
開
が
法
然
浄
土
教
形
成
の

上
で
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
五
七
日
に
お
け

る
「
仏
の
選
択
に
委
ね
る
」
と
い
う
着
想
が
土
台
と
な
り
、
そ
の
後
、

「
聖
意
測
り
難
し
」
で
あ
る
仏
の
側
か
ら
の
視
点
に
立
っ
て
、
念
仏

を
選
び
取
り
諸
行
を
選
び
捨
て
る
べ
き
根
拠
を
集
め
て
い
き
、
選
択

と
い
う
語
を
冠
し
て
体
系
的
に
ま
と
め
あ
げ
た
書
こ
そ
『
選
択
集
』

に
他
な
ら
な
い
。

『
逆
修
説
法
』
の
説
示
構
成
を
整
理
す
る
と
、
四
七
日
ま
で
で
念

仏
往
生
の
根
本
と
な
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
中
心
と
し
て
「
浄
土
三
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部
経
」
に
説
か
れ
る
諸
文
に
よ
っ
て
支
え
る
こ
と
で
念
仏
論
を
構
築

し
、
五
・
六
七
日
で
そ
れ
を
受
け
て
衆
生
の
視
点
に
立
っ
た
実
践
論

を
説
く
と
い
う
構
図
で
あ
る
と
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
撰
述
書

に
比
べ
て
不
確
定
要
素
の
多
い
説
法
録
で
あ
る
『
逆
修
説
法
』
で
は
、

自
身
の
念
仏
論
を
支
え
る
経
証
・
要
文
に
つ
い
て
な
る
べ
く
早
い
段

階
で
提
示
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
構

成
に
な
っ
て
い
る
と
考
察
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
五
・
六
七
日
で

は
満
を
持
し
て
念
仏
実
践
に
つ
い
て
詳
し
く
説
く
こ
と
が
で
き
、
一

向
専
念
と
い
う
行
者
の
姿
勢
を
徹
底
し
た
結
果
、
法
然
浄
土
教
の
深

化
と
も
い
え
る
廃
助
傍
の
三
義
の
原
型
や
念
仏
諸
行
大
小
相
対
説
、

五
番
相
対
説
が
示
さ
れ
る
な
ど
の
重
要
な
思
想
的
展
開
が
生
ま
れ
た

と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
更
な
る
推
敲
を
経
て
『
選
択
集
』

へ
と
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
逆
修
説
法
』
は
法
然

が
自
身
の
集
大
成
で
あ
る
選
択
思
想
へ
と
た
ど
り
着
く
た
め
の
大
き

な
助
け
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
、
法
然
浄
土
教
形
成
に
お

い
て
非
常
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
の
関
係
文
献
に
つ
い
て

講
師
　
阿
部
　
真
也

本
稿
は
、
こ
こ
綜
合
佛
教
研
究
所
の
研
究
会
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

モ
ン
ゴ
ル
佛
典
研
究
会
に
お
い
て
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
・
翻
訳
・
検
討
を

行
っ
て
い
る
『
モ
ン
ゴ
ル
文
「
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
」』
と
関
係
す
る

文
献
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

二
六
一
葉
に
あ
る
本
文
献
の
記
事
を
見
る
と
、
参
考
文
献
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
ス
チ
ン
サ
ナ
ン
・
タ
イ
ジ
が
著
し
た
『
王
統
の

伝
記
』」
す
な
わ
ち
、『
蒙
古
源
流
』
の
み
で
あ
る
。
仏
教
史
の
部
分

に
関
し
て
は
、「
チ
ベ
ッ
ト
の
聖
賢
者
た
ち
が
著
し
た
善
説
法
よ
り

大
い
に
省
略
し
て
集
め
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
文
献
名
を
挙
げ
て
い

な
い
。

代
表
的
な
モ
ン
ゴ
ル
の
年
代
記
と
し
て
最
古
の
も
の
は
、『
元
朝

秘
史
』
と
呼
ば
れ
る
十
三
世
紀
頃
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以

降
の
モ
ン
ゴ
ル
年
代
記
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ー
ン
の
祖
先
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
生
涯
と
事
績
、
オ
ゴ
デ
イ
・

ハ
ー
ン
の
事
績
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

そ
の
後
、十
四
世
紀
末
～
十
六
世
紀
末
、モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
『
元

朝
秘
史
』
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
歴
史
書
は
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
元
朝
が
明
朝
に
追
わ
れ
て
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
移
動
し
た
後
の

長
期
間
で
あ
る
。
こ
の
間
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

し
か
し
、
モ
ン
ゴ
ル
の
有
力
者
ア
ル
タ
ン
・
ハ
ー
ン
が
ゲ
ル
ク
派
の

施
主
と
な
っ
た
こ
と
で
状
況
は
変
わ
る
。
そ
の
後
、
チ
ベ
ッ
ト
の
僧

侶
が
モ
ン
ゴ
ル
に
派
遣
さ
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
典
や
歴
史
書
が
多
数

モ
ン
ゴ
ル
に
入
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
の
知
識
人

た
ち
の
中
に
モ
ン
ゴ
ル
の
年
代
記
を
著
す
も
の
が
現
れ
て
く
る
の
で

あ
る
。

長
い
空
白
期
間
の
後
に
著
さ
れ
た
年
代
記
の
一
つ
が
『
蒙
古
源
流
』

で
あ
る
。
そ
の
前
に
も
幾
つ
か
年
代
記
が
編
纂
さ
れ
て
は
い
る
。
例

え
ば
、『
チ
ャ
ガ
ン
・
テ
ウ
ケ
』『
ア
ル
タ
ン
・
ハ
ー
ン
伝
』
な
ど
で

あ
る
。
し
か
し
、『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』が
直
接
参
考
に
し
た
の
は『
蒙

古
源
流
』
で
あ
る
。

『
蒙
古
源
流
』
は
一
六
六
二
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
子
孫
で

あ
っ
た
サ
ガ
ン
・
セ
チ
ェ
ン
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
原
題
を
『
ハ

ン
等
の
根
源
の
宝
の
概
要
』
と
い
う
。
イ
ン
ド
の
王
統
、
チ
ベ
ッ
ト

の
王
統
、
と
続
き
、
モ
ン
ゴ
ル
の
王
統
に
つ
い
て
、
中
国
の
王
統
を

は
さ
ん
で
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
は
満
州
の
王
統
で
締
め
く
く
る
。

仏
教
色
の
強
い
文
献
で
あ
る
。

『
蒙
古
源
流
』
と
『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
を
比
較
す
る
と
、
同
じ

話
に
関
し
て
、
異
な
る
記
述
が
あ
る
場
合
が
多
々
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル

王
統
の
部
分
で
一
つ
例
を
挙
げ
る
。
ボ
ル
テ
・
チ
ヌ
ア
の
子
孫
で
あ

る
ド
ブ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
の
妻
ア
ラ
ン
・
ゴ
ア
が
五
人
の
息
子
に
五
本

の
矢
を
与
え
て
折
ら
せ
、
団
結
す
る
よ
う
に
促
し
た
話
で
あ
る
。
こ

の
話
は
、
モ
ン
ゴ
ル
最
古
の
年
代
記
『
元
朝
秘
史
』
に
も
あ
る
の
で
、

三
者
を
比
較
し
て
み
る
と
各
々
異
な
る
点
が
見
ら
れ
る
。
ア
ラ
ン
・

ゴ
ア
を
非
難
し
た
人
物
の
違
い
、『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
の
み
矢
で

は
な
く
氷
に
な
っ
て
い
る
、
等
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
写
本
に
よ
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る
違
い
な
の
か
、
地
域
に
よ
る
違
い
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
要
因

で
あ
る
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。

『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
仏
教
史
に
つ
い
て
の
文

献
で
は
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ
ル
王
統
史
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
。
他
の

年
代
記
に
な
い
記
述
も
あ
る
。
た
だ
し
、
モ
ン
ゴ
ル
文
の
写
本
と
し

て
見
つ
か
っ
て
い
る
の
は
一
つ
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
年
代
記
等
に

つ
い
て
研
究
す
る
場
合
、
基
本
と
な
る
の
は
写
本
で
あ
る
。
本
日
取

り
上
げ
た
文
献
も
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
写
本
が
見
つ
か
る
可
能
性
が

あ
る
。『
蒙
古
源
流
』
に
つ
い
て
は
、
森
川
哲
雄
氏
に
よ
っ
て
、
数

あ
る
写
本
が
五
系
列
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』

に
関
し
て
は
、
二
〇
一
七
年
八
月
の
遼
寧
省
瑞
応
寺
調
査
に
よ
っ
て
、

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
、
新
写
本
を
発
見
し
た
。
現
在
、
調
査
中
で

あ
る
。

『
元
朝
秘
史
』
を
除
き
、
長
い
空
白
期
間
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
モ

ン
ゴ
ル
年
代
記
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
チ
ベ
ッ
ト
の
影
響
を
受
け

て
い
る
。
既
に
、
チ
ベ
ッ
ト
と
モ
ン
ゴ
ル
の
年
代
記
を
比
較
し
た
研

究
も
幾
つ
か
あ
る
。『
モ
ン
ゴ
ル
佛
教
史
』
に
つ
い
て
も
、
チ
ベ
ッ

ト
の
文
献
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。


